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論文内容の要旨

本論文は核融合の基礎的研究に関するものであって、特に外部より印加した高周波電場の高温プラ

ズマ発生、とじ込めおよび安定性に対する影響を実験的に研究したもので、 5 章よりなっている。

第 l 章は序論であって、本研究の目的および範囲を述べ、高周波電場を“HX装置"に適用した著者の

立土着を明らかにしている。

第 2 章は入射分子イオンのミラー磁場内での捕捉効率が、高周波電場を印加することによって、上

昇することを述べている。すなわち、高周波電場の周波数を、入射イオンのサイクロトロン振動の 5

倍に共鳴させることによって、捕捉効率は約50倍に向上し、その結果、密度 7 X10 7cm-3、エネルギー

5 ~10Kev のプラズマを{尋ている。

第 3 章はイオンおよび電子のミラー損失に対する高周波電場の効果について述べたものである。ミ

ラー端に設置された高周波電場による quasi-potential によって、ミラー損失は約 10分の l 以下になる

ことを示し、その結果、プラズマ密度の上昇をもたらすことを述べている。すなわち、低温イオンの

場合は約10倍、高温イオンの場合は約 2 倍の増加が観則され、特に高温イオンのエネルギ一分布のう

ち、低エネルギ一部分の増加の割合が大きく、熱平衡分布に近づくという結果を得ている。

第 4 章はプラズマの微視的不安定性に関するものである。高温イオンのエネルギ一分布がMaxwell

分布から著しく歪んでいるため発生する、イオンのサイクロトロン振動およびその高周波振動を伴う

微視的不安定性は、高周波電場の印加によるエネルギ一平たん化によって緩和されることを示してい

る。また、この不安定性は、磁場方向の電子の運動と共鳴的にカップリングしているのであるが、著

者はこの共鳴電子に着目して、イオンサイクロトロン振動近くの高周波電場によって、これらの電子

をドリフトさせることにより安定化が得られることを示している。この場合、エネルギ一分布を平た

ん化させるよりはるかに弱い電場で安定化できる。しかし、イオンサイクロトロン周波数の 2倍の高

ている。
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周波電場は、逆に、不安定性を励起するという結果を得ている。

第 5章は結論であって、各章で得られた結果をまとめている。

論文の審査結果の要旨

本論文はミラー磁場を用い、高温プラズマの発生を研究したもので、特に高周波電場を印加するこ

とによりミラー損失を減少させ、またミクロ不安定性を緩和させることに成功している。これらの研

究結呆によって、大阪大学“HX装置"の入射分子イオンの捕捉効率を約50倍向上させている。

以上のように、本論文は核融合を目指すプラズマ工学上貢献するところが大きく、博士論文として

価f直あるものと認;める。
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